豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２９年６月号

軒下の巣も見つけました。
そろそろカッコウも鳴くので、夏が来ます。
今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年７月１１日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

内容：講演１「SGLT2阻害薬の使用経験」

豊栄病院　小林真

講演２「DNAR指示の倫理的論点」

豊栄病院　柄澤良

共催：豊栄病院、
アステラス製薬株式会社、MSD株式会社、
新潟市在宅医療介護連携ステーション北

５月の臨床検討会の、看取り施設のDNAR指示についての発表はとっても参考になりました。看取り同意書があり、終末期医療の内容の選択に関する同意書があり、DNAR指示の妥当性を担保するカンファの体制があり、やっぱり看取りをやっている施設はすごいなって感じました。今回もDNAR指示について、さらに理解を深めていこうと企画しています。是非多くの方の参加をお待ちしています。軽食の準備のため参加希望の方は天木まで連絡をお願いいたします。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)
今回は安部先生が書いてくれました。来月だれか書きませんか？
肝胆道系酵素上昇を伴う肺炎
31歳男性、発熱、湿性咳嗽、鼻水で対症的に治療されるも、1週間しても咳嗽症状が改善しないとのことで当院外来を再受診されました。バイタル、身体所見に異常はありませんでしたが、WBC:13420 (Neut 74.1%), CRP:18.35, AST:40, ALT:106, LDH:256, ALP:392と炎症反応・肝胆道系酵素の上昇が認められました。胸部X線上もはっきりとした肺炎像がないため単純CTにて評価したところ、両側気管支壁肥厚および周囲陰影の増強を認め肺炎疑いとなりました。その後原因菌検索にて咽頭マイコプラズマ迅速陽性の結果を得たため、クラリスロマイシン200mg2錠内服を開始しました。肝胆道系酵素はすみやかに正常化しましたが、ALTのみ軽度高値が続きました。全身状態は良好であり9日後退院し外来フォローとなりました。ある症例報告では35歳男性2週間の感冒症状の後の黄疸の出現で医療機関を受診された症例で、同様に肝胆道系酵素の上昇を示しており胸水腹水の出現するほど重症化する症例もあるようです。抗生剤の10日間の投与で胸部陰影・採血所見の改善を呈しましたが、ALTのみは6カ月かけて正常化したと報告しておりました。マイコプラズマによる肝障害は黄疸を呈するほど重症化することもあり、ALT高値は遷延することが多いことがわかりました。マイコプラズマ肺炎に肝機能障害が加わるのは国家試験的に学習していましたが、いざ相対すると診断が浮かばないものでした。非定型肺炎の症状の多彩さを改めて思い知る良い機会となりました（安部達也）。
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編集：ホタルイカの刺身は、内臓を出さないと食べられません。新鮮なものはしゃぶしゃぶでいけますが、４０秒以上はだし汁につけてください。あら、涎が出てきた。　　　　　　　副院長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

